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松田区長石井会長生國魂締め

吹族館南大江民踊部東中学 吹奏楽部（映像参加）

本町・谷町キッズポップフィルハーモニー楽団

コール・スウィング南大江タヒチアンダンス  トレヌアイ

ファイヤーバーズJUMPSフラダンス  ケイ・ロケラニ

植田校長 堤 園長 高橋校長

　　

第
19
回 

た
ん
ぽ
ぽ
の
会 

南
大
江
地
域
文
化
祭

　

12
月
７
日
（
日
）
、
南
大
江

小
学
校
講
堂
・
多
目
的
室
に
て

南
大
江
地
域
文
化
祭
「
第
19
回 

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

銅
座
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
に

よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
開
会
宣

言
で
幕
を
開
け
、
石
井
会
長
の

挨
拶
の
後
、
会
場
で
は
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
次
々
と
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
銅
座
幼
稚
園
の

歌
と
手
遊
び
、
南
大
江
コ
ー
ル

ス
ウ
ィ
ン
グ
の
美
し
い
合
唱
、

子
ど
も
た
ち
の
合
奏
や
フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
、
世
代
を
超
え
て
楽

し
め
る
演
目
が
続
き
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
で
は
東
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
、
大
阪
・

関
西
万
博
の
大
阪
ウ
ィ
ー
ク
春

の
陣
に
参
加
し
た
「
生
國
魂
神

社
の
枕
太
鼓
と
獅
子
舞
」
を
鑑

賞
し
、
感
動
が
よ
み
が
え
り
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
南
大
江
民
踊
部

の
伝
統
舞
踊
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー

バ
ー
ス
や
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
チ
ア
ダ
ン

ス
、
初
参
加
の
ト
レ
ア
ヌ
イ
に

よ
る
迫
力
満
点
の
タ
ヒ
チ
ア
ン

ダ
ン
ス
、
そ
し
て
お
馴
染
み
吹

族
館
に
よ
る
楽
し
い
演
奏
が
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

作
品
展
や
ド
リ
ー
ム
カ
ー
ニ

バ
ル
、
抽
選
会
も
同
時
開
催
さ

れ
、
終
日
笑
顔
の
絶
え
な
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
第

20
回
に
向
け
、
さ
ら
な
る
発
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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9
月
27
日（
土
）

12
月
２
日（
火
）

大
阪
市
地
域
女
性
団
体
協
議
会

会
員
親
睦
旅
行

第
13
回 

南
大
江
地
域

防
災
訓
練

　

２
０
２
５
年
11
月
８
日
、
恒

例
の
「
南
大
江
健
康
ウ
ォ
ー

ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
話

題
の
ス
ポ
ッ
ト
「
神
戸
須
磨

シ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
に
総
勢
53

名
、
南
大
江
会
館
を
バ
ス
２
台

に
て
初
の
小
学
生
参
加
で
賑
や

か
な
出
発
。
今
回
の
ウ
ォ
ー
ク

に
は
、
初
め
て
小
学
生
の
参
加

で
幅
広
い
世
代
が
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 　

到
着
後
、
ま
ず
は
話
題
の
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
と
オ
ル
カ
（
シ
ャ

チ
）
シ
ョ
ー
を
見
学
。
目
の
前

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
ジ
ャ
ン
プ
や
水
し
ぶ

き
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
「
童
心

に
か
え
っ
た
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
、
海
の
生
き
物
た
ち
が
持
つ

生
命
力
の
強
さ
に
圧
倒
さ
れ
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。 

 　

昼
食
は
、
今
回
初
の
試
み
と

し
て
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ
ン
グ

へ
。
お
寿
司
や
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
と
い
っ
た
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー

が
並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な

も
の
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
ま

し
た
。
美
味
し
い
料
理
を
囲
み

な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
会
話

も
弾
み
ま
し
た
。

　

 

再
び
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
戻

り
、
午
後
は
ゆ
っ
く
り
と
水
族

館
見
学
。
大
き
な
マ
ン
タ
の

「
ス
マ
イ
ル
顔
」
に
癒
や
さ

れ
、
悠
々
と
泳
ぐ
ウ
ミ
ガ
メ

や
、
幻
想
的
な
ク
ラ
ゲ
の
姿
に

心
を
落
ち
着
か
せ
ま
し
た
。
日

常
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
、
穏

や
か
な
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
12
月

２
日
火
曜
日　

大
阪

市
地
域
女
性
団
体
協

議
会
の
会
員
親
睦
旅

行
で
神
子
畑
選
鉱
場

跡
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

８
０
０
年
の
歴
史

あ
る
鉱
山
が
大
正
８

年
近
代
化
産
業
地
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り

東
洋
一
と
云
わ
れ
、

昭
和
62
年
の
閉
山
迄

３
０
０
０
人
規
模
が

従
事
、
不
夜
城
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
技
師

ム
ー
セ
旧
居
も
中
に
入
り
見
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
選
鉱
場
跡

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
現
在

の
の
ど
か
な
静
け
さ
が
対
称
的

で
し
た
。

　

昼
食
は
夢
乃
そ
ば
の
豪
華
な

料
理
。
午
後
か
ら
は
姫
路
城
の

好
古
園
で
見
事
な
赤
い
紅
葉
と

池
に
落
ち
る
滝
に
見
と
れ
ま
し

た
。

　

三
木
Ｐ
Ａ
で
買
い
物
を
し
無

事
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

堀
井
由
里
子

　

９
月
27
日
土
曜

日
、
南
大
江
小
学
校

講
堂
と
校
庭
で
第
13

回
南
大
江
地
域
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
各
地
域
・

団
体
か
ら
代
表
者
の

み
の
参
加
で
す
。
講

堂
で
マ
ン
シ
ョ
ン
防

災
や
避
難
所
の
話
を

聞
い
た
後
、
参
加
者

は
３
班
に
分
か
れ
、

包
帯
の
巻
き
方
な
ど

の
看
護
措
置
、
負
傷

者
の
簡
易
担
架
で
の

搬
送
方
法
、
非
常
時

の
ト
イ
レ
や
水
回
り

に
つ
い
て
順
番
に
周

り
講
習
を
受
け
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
消
防
署
、
水
道

局
、
防
災
課
の
皆
さ

ま
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
は
「
Ｊ
Ａ
ナ
ナ

フ
ァ
ー
ム
」
。
ロ
マ
ネ
ス
コ
や

く
ぎ
煮
な
ど
、
地
元
の
旬
の
食

材
を
手
に
取
り
な
が
ら
お
買
い

物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

給
食
で
お
な
じ
み
の
「
オ
レ
ン

ジ
ゼ
リ
ー
」
を
見
つ
け
た
方

は
、
そ
の
懐
か
し
さ
に
思
わ
ず

即
購
入
！

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
１
日
を

通
し
て
笑
顔
の
絶
え
な
い
楽
し

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

さ
て
、
来
年
は
ど
こ
へ
行
き

ま
し
ょ
う
か
。
ま
た
皆
様
と
一

緒
に
、
新
し
い
思
い
出
を
作
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！ 

南
大
江 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

南
大
江 

健
康
ウ
ォ
ー
ク

第11回

11
月
８
日（
土
）　

神
戸
須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
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第
85
回  
９
月
16
日（
火
）

桂
ち
ょ
う
ば
改
め 

桂 

米
之
助 

襲
名
ご
挨
拶

　

今
回
よ
り
『
四
代
目 

桂 

米

之
助
』
と
し
て
の
ご
登
場
と
な

り
ま
し
た
。
襲
名
の
挨
拶
に
続

き
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護

士
の
資
格
を
持
つ
米
之
助
氏
な

ら
で
は
の
脳
ト
レ
風
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
参
加
者
と
一

緒
に
実
施
。
落
語
家
な
ら
で
は

の
巧
み
な
話
術
で
、
一
同
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後

に
は
落
語
を
一
席
。
１
月
25
日

に
は
、
淀
屋
橋
朝
日
生
命
ホ
ー

ル
に
て
、
初
の
米
之
助
独
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

紀
元
前
６
６
０
年
頃
に
創
祀

第
86
回  

10
月
21
日（
火
）

大
阪
の
総
鎮
守

い
く
た
ま
さ
ん

ひ
さ
ご
亭 

遊
花 

氏

弁
士

主
催
：
南
大
江
地
域
活
動
協
議
会

　
　
　
南
大
江
社
会
福
祉
協
議
会　

共
催
：
南
大
江
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

　
　
　
南
大
江
生
涯
学
習
ル
ー
ム
委
員
会

　
　
　
や
す
ら
ぎ
新
聞
編
集
委
員
会

第
89
回 

１
月
20
日（
火
）

四
代
目　

桂 

米
之
助 
氏

中
村  

文
隆 

氏

生
國
魂
神
社 

権
禰
宜

第
87
回  

11
月
18
日（
火
）

江
戸
人
が
見
た 

大
坂
の
祭

　

第
88
回
目
と
な
る
郷
塾
に
は
、

大
阪
歴
史
博
物
館
館
長
の
大
澤

研
一
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は『
大
坂
を
訪
れ
た
朝
鮮

通
信
使
に
つ
い
て
』。江
戸
時
代

に
お
け
る
日
朝
間
の
善
隣
友
好

を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
知
ら

れ
る
朝
鮮
通
信
使
は
、12
回
に
わ

た
っ
て
来
日
し
ま
し
た
。釜
山
を

外
洋
船
で
出
発
し
た
一
行
は
、大

阪
に
到
着
後
、大
川
・
淀
川
を
遡

上
し
、そ
の
後
、陸
路
で
江
戸
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。昨
年
の
大
阪
・

関
西
万
博
に
は
２
６
１
年
ぶ
り

に
当
時
の
通
信
使
船
を
復
元
し

て
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
に
参
加
、

大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
側
の
代
表
と
し
て
尽
力
さ

れ
た
大
澤
館
長
が
、映
像
を
交

え
て
語
ら
れ
た
お
話
は
、非
常
に

興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

伊
藤 

純 

氏

帝
塚
山
大
学 

非
常
勤
講
師 

第
88
回  

12
月
16
日（
火
）

江
戸
時
代
に
大
坂
を
訪

れ
た
朝
鮮
通
信
使

〜
日
韓
国
交
正
常
化
60
周
年
に
寄
せ
て
〜

大
澤 

研
一 

氏

大
阪
歴
史
博
物
館　

館
長

無
声
映
画「
御
誂
治
郎
吉
格
子
」

積
山 

洋 

氏

大
阪
公
立
大
学
文
学
研
究
科 

客
員
教
授

第
90
回 

2
月
17
日（
火
）

大
坂
城
真
田
出
丸
に
つ
い
て

　

幕
末
の
時
代
、
大
坂
町
奉

行
所
に
派
遣
さ
れ
た
江
戸
の

武
士
・
久
須
美
祐
雋
に
よ
る

随
筆
『
浪
花
の
風
』
。
九
年

間
に
わ
た
る
大
坂
で
の
生
活

や
祭
礼
に
つ
い
て
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
講
義
は
、
同
じ

く
東
京
出
身
で
大
阪
の
大
学

に
進
学
し
大
阪
で
暮
ら
す
こ

と
に
な
っ
た
帝
塚
山
大
学
の

伊
藤
純
氏
に
よ
る
も
の
。
祭

礼
時
の
町
の
様
子
や
、
う
ど

ん
と
蕎
麦
の
違
い
な
ど
「
東

京
か
ら
見
た
大
阪
」
と
い

う
、
現
代
に
も
通
じ
る
視
点

さ
れ
た
と
伝
わ
る
生
國
魂
神
社

は
、
大
阪
最
古
の
神
社
で
あ

り
、
「
大
阪
の
総
鎮
守
」
と
し

て
広
く
崇
敬
を
集
め
て
い
ま

す
。
郷
塾
で
は
平
成
30
年
以

来
、
７
年
ぶ
り
に
生
國
魂
神
社

よ
り
権
禰
宜
（
ご
ん
ね
ぎ
）
中

村
文
隆
氏
を
お
迎
え
し
、
生
國

魂
神
社
の
成
り
立
ち
や
大
阪
城

と
の
深
い
関
わ
り
、
古
代
か
ら

続
く
生
國
魂
神
社
と
大
阪
の
歴

史
に
つ
い
て
、
貴
重
な
お
話
を

伺
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

Y.F

が
と
て
も
面
白
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

町
を
明
る
く
す
る
運
動

南
大
江

さ
と
じ
ゅ
く

夜
警

文
化
活
動
作
品
展

中
央
区
地
域

女
性
団
体
協
議
会

南
大
江

ク
リ
ー
ン
作
戦
隊

12
月
28
日
・
29
日

・
南
大
江
会
館
夜
警

12
月
29
日

・
内
久
２
町
会
夜
警

　

植
田
校
長
も
夜
回
り

　

に
参
加
し
ま
し
た
。

協
力
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ま
ち・す
ま
い
づ
く
り

　
　

  

大
阪
歴
史
博
物
館

今
後
の
予
定

場　

所
：
南
大
江
会
館

時　

間
：
午
後
６
時
〜
７
時

参
加
費
：
３
０
０
円

お
申
し
込
み
：
南
大
江
会
館

☎
０
６
│
６
９
４
９
│
５
６
７
０

40
名（
申
し
込
み
順
）

　

12
月
22
日
か
ら

１
月
９
日
ま
で
中

央
区
役
所
１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

女
性
会
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
週
水
曜
日

に
活
動
し
て
い

ま
す
。
参
加
い

た
だ
け
る
方
は

南
大
江
会
館
ま

で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

大
阪
歴
史
博
物
館
と

駐
大
阪
韓
国
文
化
院

に
よ
る
特
設
サ
イ
ト



南大江女性会は多くの地域活動に
参加・協力しています。地域での仲
間づくりのため、これからも新しい
会員さんの入会をお待ちしています。

入会のご案内
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各種行事を写真撮影しており、ホームページ・
やすらぎ等に掲載する事があります。ご了承ください。

南大江地域活動協議会 公式ホームページ
https://minamiooe.osaka

毎月第２火曜日にふれあい
食事会を行っています。

費用：300円 65歳より
予約制：☎06-6949-5670

(８月を除く)

主催：後藤基金  後援：南大江社会福祉協議会

「南大江会館」を名乗る電話にご注意ください。
南大江会館では、マイナンバー等の番号を問い合わせ
する事は絶対にありません。詐欺・悪用の可能性があ
りますので、ご回答されないようご注意ください。

✿

ふれあい食事会

第４回 女性学習会

場所：大阪市中央区内久宝寺町２-６-８

毎週金曜日：午後１時30分〜４時

立ち寄り処「てる」

南大江かがやき教室✿  南大江 生涯学習ルーム✿

✿

法円坂ハッピー教室✿

✿

✿

南大江ネットワーク委員会

南大 江の地 域活動へお気 軽にご参加ください。

✿南大江女性会

  

10/30

11/11 万博盆踊り・表彰状
大阪・関西万博「大屋根リング盆踊
り～大阪から世界をつなぐ～」への
協力に対し、中央区地域女性団体
協議会が松田区長より表彰状をい
ただきました。

大阪・関西万博「大阪ウィーク春の
陣」出場による機運醸成の一端を
担ったことにより、生國魂神社の枕太
鼓と獅子舞の各氏子中が中央区松
田区長より感謝状をいただきました。

11/17 万博生國魂・感謝状

2/10、3/10

場　所：南大江会館
時　間：午前10時30分〜12時
参加費：無料（65歳以上の方）
お問合せ：ふれあいセンターもも
　　　　  ☎06-6763-8139

場所：コーシャハイツ法円坂集会室
時間：午前10時30分〜12時
参加費：無料（65歳以上の方）

12/3 ストレッチ体操
長谷川 司先生

11/5 おなか元気教室
近畿ヤクルト販売

11/11 食事会

法円坂集会室

11/4 習字 12/20 フラワーアレンジメント10/7 習字

9/13 かんたんお香作り

今後の予定

今後の予定

2/4（水）左右の動き面白脳トレ：宮本 愃 先生 
3/4（水）ミュージック・ケア：浦川睦美 先生 

2/9（月）カラオケ体操：第一興商
3/9（月）機能訓練指導員と体操：宮本 愃 先生 

南大江民踊部（中央区区民まつり＠難波宮跡公園） コール・スウィング南大江（合唱）

習字：2/3
（時間：午後1時30分〜３時）

場所：南大江会館
　　  コーシャハイツ法円坂集会室
　　  

9/3 耳の聴こえ脳科学
パナソニック

10/1 ひらめく脳・昔話
畠 幸子先生

場所：南大江会館　時間：午前10時30分〜12時

10/25 
フラワーアレンジメント

1１/29
寄せ植え

11/21

第1部：明治食育セミナー ヨーグルトのひみつ　
第2部：防災について 非常時のトイレの使い方

9/8 食事会 お問合せ：ふれあいセンターもも　☎06-6763-8139

フラワーアレンジメント：2/21
（時間：午前10時30分〜12時）

どなたでもお気軽にお立ち寄りください。（飲み物は無料です）

今後の予定
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